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     ２ 積算線量の測定   
【測定法】 
○ 積算線量の測定は、蛍光ガラス線量計（RPLD:Radiophotoluminescence glass 

Dosimeter）により 3か月間の累積線量を測っている。 

○ 蛍光ガラス線量計は、銀活性リン酸塩ガラスを用いた測定素子からなり、電離放射

線により蛍光中心を生じ、これを紫外線で刺激すると、オレンジ色の蛍光を発する。

蛍光の強さは線量に比例することから、蛍光の強さを計測することにより、長期間

にわたる線量の積算値を測定することができる。 

○ 測定素子は、ウレタンケースに入れ、防湿袋で密封した上で、測定地点（電柱）に

設置する。3か月後、素子を回収し、次の回の素子を取り付けるということを繰り

返す。 

○ 電源を必要としないため自然災害の影響を受けにくいが、リアルタイムで測定値

を確認することはできない。μGyオーダーの変化がある場合に適している。 

○ 蛍光ガラス線量計を採用したのは、平成 14 年度からで、それまでは熱ルミネッセ

ンス線量計（TLD:Thermophotoluminescence Dosimeter）を使用していた。蛍光ガラス

線量計は、繰り返し読取りができることとフェーディング（蛍光中心の一部が常温

で自然に消滅してしまう現象）がほとんどないという点で熱ルミネッセンス線量

計よりも優れている。 

 

 

 

蛍光ガラス線量計素子

（RPLD)

RPLD読取装置

ＲＰＬＤ設置容器

容器に収納し電柱に設置

３ヶ月後回収し、積算線量を読み取り

 積算線量の測定 

蛍光ガラス線量計による測定 
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【調査のポイント】 
○ 発電所周辺 10km 圏内には、蛍光ガラス線量計を設置しているモニタリングポイン

トが 12地点あり、各方位それぞれに配置している。（モニタリングステーションと

重ならないように配置している。） 

○ 平常時における 90 日間の積算線量は、概ね 0.12～0.17mGy の範囲である。現在の

測定値は、東電事故の影響を検出できないレベルになっている。 

○ 積算線量の測定結果は、線量率により外部被ばく線量を推定・評価する際の参考と

して用いる。 

 

○ 令和 2 年度から、線量率による外部被ばく線量を推定・評価する際の参考と位置

づけ、測定地点を減らし、12地点とした。（従来は 57 地点） 

○ 測定地点による測定値の違いは、空間放射線量率と同様に、地質の違いや周囲に存

在する建物等の有無などが原因である。 

○ 3 か月ごとに、設置した蛍光ガラス線量計を回収するが、測定の作業工程上、設置

日数を統一することができないため、90 日間の値に換算して、四半期ごとの比較

ができるようにしている。 

○ 最近の測定で平常の変動幅を上回ることがあったが、東電事故以降、継続して上回

っているわけではないことから、人工放射性核種が蓄積しているということでは

ない。また、空間放射線量率で確認しているとおり、新たに人工放射性核種が供給

されたということではないことから、主として自然変動（自然放射性核種の変動）

によるものである。（有効数字 2桁にするときの四捨五入の結果という要素が加わ

る場合もある。） 

 

 

 

モニタリングステーション
蛍光ガラス線量計

モニタリングポイント（蛍光ガラス線量計）の配置 



33  

 

     ３ 大気中浮遊塵の全α・全β放射能の測定   
【測定法】 
○ 次の検出器を備えたダストモニタにより、大気中浮遊塵の全α放射能及び全β放

射能を測定している。 
・全α放射能検出器：ZnS シンチレーション検出器 
・全β放射能検出器：プラスチックシンチレーション検出器 

○ 大気中に浮遊している塵には、粒子状の放射性物質が付着している。ダストモニ

タは、大気中の塵を連続でろ紙上に捕集しながら、α線とβ線の放射能をそれぞ

れ同時に測定している。ろ紙は 6時間間隔で自動的に送られ、集塵終了 6時間後

のβ線も測定している。これは、ラドンの崩壊生成物を減衰させた状態で測定す

るためである。 

○ 人工放射性核種の多くがβ線を放出するため、β線の変化を捉えるための測定法

である。測定値は、①集塵中の全α放射能・全β放射能比、②集塵中の全β放射

能及び③集塵終了 6時間後の全β放射能の 3つを 2分間隔で取得している。各局

舎のデータはテレメータシステムで環境放射線監視センターに集約している。 

○ 放射性物質に対する感度の高い測定がリアルタイムで可能であり、空間放射線量

率と同様に、放射性物質の放出の早期検出に有効である。ダストモニタは、2000

年（平成 12 年）度に整備し、試験運用後、2002 年度から正式に測定を開始し

た。 

 

 

 

サンプラ部・検出部

測定部

長尺ろ紙 検出器

 大気中浮遊塵の全α・全β放射能の測定 

ダストモニタ 
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内部機構 

 

  

検
出
器

Ａ

集
塵
部

検
出
器

Ｂ

鉛シールド

ろ紙上の浮遊塵

ろ紙（長尺型）

ろ紙巻取り部

設定した時刻※になると この
部分が回転し、ろ紙が巻き取ら
れてステップ送りされる。

※ 平常時：0、6、12及び18時

緊急時：正10分

検出器Ａで集塵中の
浮遊塵を、検出器Ｂで
集塵終了後の浮遊塵
を測定する。



35  

 

【調査のポイント】 
○ 発電所からの予期しない放射性物質の放出の早期検出を目的に、発電所周辺 10km

圏内の 14 か所のモニタリングステーションのうち、5 か所にダストモニタを設置

し測定を行っている。 
○ 平常時の測定値は、おおよそ次のとおりである。現在の測定値は、東電事故の影

響を検出できないレベルになっている。 
① 集塵中の全α放射能・全β放射能比   2～4 前後 

② 集塵中の全β放射能          30Bq/m3以下 

③ 集塵終了 6時間後の全β放射能（参考）  1Bq/m3以下 
○ 集塵したろ紙は、1か月分まとめて回収し、γ線の核種分析も行っている。 

 

○ 5 か所のうち、県が測定を行っているのが 2か所（白砂及び平場）、中部電力が測

定を行っているのが 3か所（中町、白羽小学校及び地頭方小学校）である。 

○ 人工放射性核種の多くがβ線を放出する。自然放射性核種もβ線を放出するが、

自然放射性核種が増えた場合は、全α放射能と全β放射能がほぼ同じ割合で増え

るので、放射能比（全β放射能／全α放射能）は大きく変わらない。一方、人工

放射性核種が増えた場合には、全β放射能が大きく増えるので、放射能比が大き

くなる。 

○ つまり、人工放射性核種の放出があった場合には、① 集塵中の全α放射能・全

β放射能比と② 集塵中の全β放射能の測定値が同時に大きくなる。 

○ 一方、自然放射性核種が減少するときは、量的に少ない全α放射能の方が割合と

して大きく減る場合があり、そのときは比が大きくなることがある。 

○ この例として、関東の東の海上に太平洋高気圧が停滞する夏場において、ラドン

の崩壊生成物濃度が低い海洋性の空気塊が継続的に流入することにより、特に全

α放射能が低下し、放射能比が上昇することがある。 

○ 空気中の自然放射性核種であるラドンとその崩壊生成物は、見かけ上の半減期が

約 30分なので、集塵終了 6時間後には、約 1/4000 まで減衰することになる。一

方、主要な人工放射性核種は 6 時間ではほとんど減衰しないため、③ 集塵終了 6

時間後の全β放射能の値が、② 集塵中の全β放射能の値からそれほど減らない

こととなる。 

○ ③ 集塵終了 6時間後の全β放射能は、① 集塵中の全α放射能・全β放射能比と

② 集塵中の全β放射能が同時に大きく変化した場合の参考として確認する。 

○ 人工放射性核種の影響がない平常時においては、集塵中の全α放射能及び全β放

射能の値は、ラドンの崩壊生成物からの放射線が主たるものである。 

○ また、集塵終了 6時間後の全β放射能については、見かけ上の半減期が約 11時

間であるトロンの崩壊生成物からの放射線が主たるものである。 
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トロンの崩壊生成物 

 

地球誕生から現在まで壊変しつくさずに存在するトリウム 232（232Th）は、決まった壊

変系列にしたがって次々と崩壊する。これを親核種の名前をとってトリウム系列と呼ぶ。 

 これらの崩壊は、土壌中で起こるが、途中で気体の核種であるトロン（220Rn）が生成

し、その一部が大気中へ散逸する。 

 トロンは崩壊し、ポロニウム、鉛、ビスマスなどの粒子状物質に変化する。 

 

 
 

（注）壊変系列の一部を省略して記載している。 
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55.6s

216Po
0.145s

212Pb
10.64h

224Ra
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1.405×1010y

212Bi
60.55m
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0.299μs

208Pb
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α

208Tl
3.053m

α

α

α

α

トロン

β

β

トロンの崩壊生成物 

（気体） 


